
医
師

京
都
西
陣
で
長
年
地
域
医
療
に
力
を
注
い
で
き
た
早
川
一
光
が
、

2
0
1
8
年
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
今
年
で
5
年
目
、数
え
で
1
0
0
歳
に
な
り
ま
す
。

戦
後
間
も
な
く
に
白
峯
診
療
所
を
設
立
し
、堀
川
病
院
、さ
ら
に
美
山
診
療
所
で

半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
医
師
と
し
て
働
い
た
早
川
。

そ
の
後
は
自
宅
の
和
室
に「
わ
ら
じ
医
者
よ
ろ
ず
診
療
所
」を
開
設
し
、医
療
、看
護
、

介
護
の
あ
り
方
や
、い
の
ち
や
健
康
に
つ
い
て
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
く
大
切
さ
を

亡
く
な
る
瞬
間
ま
で
発
信
し
続
け
ま
し
た
。

早
川
が
一
貫
し
て
求
め
た
の
は
、「
た
と
え
病
気
を
治
せ
な
く
て
も
と
も
に
生
き
る
道
」で
し
た
。

人
生
の
主
人
公
は
患
者
、家
族
、そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
で
、医
療
者
は
あ
く
ま
で
も

支
え
る
者
で
あ
る
、ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

数
多
く
の
患
者
や
住
民
の
活
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、そ
の
中
で
現
在
に
至
る
ま
で

活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
の
が
、「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」で
す
。

人
生
1
0
0
年
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、「
治
せ
な
い
病
気
と
ど
う
向
き
合
う
か
、

ど
う
死
に
ゆ
く
人
と
と
も
に
生
き
る
か
」と
い
う
誰
も
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

早
川
一
光
が
西
陣
の
住
民
た
ち
と
と
も
に
行
っ
た
実
践
を
手
掛
か
り
に
、

こ
の
5
年
の
節
目
に
み
な
さ
ま
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「ぽーれぽーれ」 通巻512号 付録 2023年 3月 25日発行（第3種郵便物許可）

第 3 回

「
僕
の
先
生
は
患
者
さ
ん
、家
族
、そ
し
て
地
域
」

早川一光を語る会早川一光を語る会

主催 立命館大学 地域健康社会学研究センター 共催 人間科学研究所インクルーシブ医療社会サービスプロジェクト

アクセス

＜京都駅から＞
●市バス50番にて45分,JRバスにて36分,「立命館大学前」下車
●市バス205番にて38分,「衣笠校前」下車,徒歩10分
＜JR円町駅,阪急西院駅から＞
●市バス205番にて10~20分,「衣笠校前」下車,徒歩10分
※ご来場は公共交通機関をご利用ください

13:00～16：30(開場 12:30)
立命館大学 衣笠キャンパス立命館大学 衣笠キャンパス
創思館カンファレンスルーム創思館カンファレンスルーム
オンライン会議システム「Zoom」同時開催オンライン会議システム「Zoom」同時開催

名（会場）100定 員

会 場

日時 2023年 5月13日（土）
参加
無料
事前申し込み

1924年生。京都府立医科大学卒業後、京都西陣に住民出資の白
峯診療所を創設。堀川病院に発展し副院長、院長、理事長を歴
任し地域医療に一心。1997年から京都府下美山診療所で農村
での地域医療に尽力後、京都市内にわらじ医者よろず診療所を
開設、患者・家族の訴えに耳を傾けた。1987年より2018年まで毎
週土曜日KBS京都ラジオ「早川一光のばんざい人間」で番組パー
ソナリティーを担当。総合人間研究所所長。2018年6月死去。

早川 一光 （はやかわ かずてる）

＜白峯診療所前で、早川と地域理事とともに＞

「
僕
の
先
生
は
患
者
さ
ん
、家
族
、そ
し
て
地
域
」



申し込みは、応募フォーム、FAXからお願いいたします。
右のQRコードから応募フォーム画面にアクセスできます。

※当日使用する映像にはそれぞれ著作権がありますので、語る会の模様を録音、録画、スクリーンショット等での記録はお断りします。

立命館大学 地域健康社会学研究センター気付　

https://bit.ly/3maMtto

〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1
http://www.ritsumei.ac.jp/research/health-c/

「早川一光先生を語る会」事務局
メール:warajiisha@gmail.com FAX:075-466-3347

※メールまたはFAXどちらか

名前

住所
〒

メール FAX ーー

（ふりがな） 早川一光先生との関わり
※「堀川病院時代に診てもらっていた」「本や文章を愛読」
　「ラジオを聴いていた」 「××で一緒に働いていた」
　「××で講演（医学部講義）を聴いた」など

13:00～13:05 開会挨拶

14:05～16:05 パネルディスカッション

16:05～16:10 閉会挨拶
16:10～16:30 写真動画 制作：京都新聞社記者　松村和彦©京都新聞社

早川 岳人
13:05～13:45 基調講演「早川一光のバトンとは何か」

「見えない虹」

「早川一光の教えは・・・」

「僕の先生は患者さん、家族、そして地域」
13:45～13:50

徳永 進

13:50～14:05 ＜ビデオ上映＞早川一光の語り
休憩

申 込 方 法

プ ロ グ ラ ム

5/13医師 早川一光を語る会係

医
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第 3 回

早川一光を語る会 13:00～16：30(開場 12:30)
立命館大学 衣笠キャンパス 
創思館カンファレンスルーム
オンライン会議システム
「Zoom」同時開催

2023年

5月13日（土）

（立命館大学地域健康社会学研究センター 教授・センター長）

（医師　野の花診療所所長）

中島 紀恵子（元大学教員、老年看護学分野、認知症の人と家族の会顧問)
奈倉 道隆 （老年科医師 東海学園大学名誉教授)

川村 雄次 （ＮＨＫディレクター)
早川 岳人

徳永 進 （野の花診療所所長)
高見 国生 （認知症の人と家族の会前代表理事)
鈴木 森夫 （認知症の人と家族の会代表理事)

認知症の人と家族の会「ともに学ぶ理念と未来の会」研修会（2018年1月14日開催）より

【パネリスト】

【お申込URL】

【進行】

※申し込み締め切り 【会場参加】4月30日（日）【オンライン参加】5月6日（土）

お問い合わせ
ご連絡先

FAX 075-466-3347下記欄にご記入の上、そのままFAXにてお送りもいただけます。

□会場参加　□オンライン参加（どちらかに□を入れてください）
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